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は
じ
め
に

　

唐
・
許
嵩
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た『
建
康
実
録
』全
二
〇
巻
は
、六
朝「
正
史
」

を
補
完
す
る
内
容
を
有
す
る
も
の
の
、
許
嵩
自
身
に
よ
る
先
行
史
書
の
誤
読

で
史
実
を
創
作
し
て
い
る
記
事
も
少
な
く
な
い（

1
（

。
そ
の
た
め
、
六
朝
史
研
究

に
お
い
て
積
極
的
な
評
価
や
活
用
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
悩
ま
し
い
史
籍
と

し
て
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
本
書
に
は
良
質
な
版
本
・

鈔
本
が
存
在
し
な
い
た
め
、
張
忱
石
点
校
『
建
康
実
録
』（
以
下
、
張
校
本

と
呼
称
。
全
二
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。
の
ち
一
部
断
句
を
修
訂
の

う
え
再
版
、
二
〇
〇
九
年
）
と
孟
昭
庚
・
孫
述
圻
・
伍
貽
業
点
校
『
建
康
実

録
』（
以
下
、孟
校
本
と
呼
称
。
全
一
冊
、上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
七
年
）

が
刊
行
さ
れ
、
利
用
が
容
易
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
字
句
に
関
し
て
依

然
校
勘
上
の
問
題
が
多
く（

2
（

、両
校
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
も
、専
ら
六
朝
「
正

史
」
と
の
対
校
が
本
書
の
研
究
の
大
半
を
占
め
て
き
た
と
評
し
て
も
過
言
で

は
な
か
ろ
う（

3
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
あ
り
、
最
古
か
つ
全
て
の
版

本
・
鈔
本
の
祖
本
と
見
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
研
究
で
等
閑

視
さ
れ
て
十
分
に
校
勘
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
、
一
セ
ッ
ト
し
か

現
存
し
な
い
中
国
国
家
図
書
館
（
旧
北
京
図
書
館
）
所
蔵
の
南
宋
紹
興
刊
本

（
以
下
、『
宋
本
』
と
呼
称
）
で
あ
る（

4
（

。
現
状
の
『
宋
本
』
は
、
保
存
状
態
が

あ
ま
り
良
好
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
擦
れ
た
り
滲
ん
だ
り
し
て
文
字
が
曖
昧

模
糊
と
な
っ
た
り
、
紙
が
欠
け
て
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
箇
所
が
多
く
、
そ
れ

故
に
利
用
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
の
『
宋
本
』
の
不
全
文
字
や

欠
落
文
字
を
あ
る
程
度
補
い
、
対
校
テ
キ
ス
ト
に
な
り
得
る
鈔
本
が
日
本
に

存
在
す
る
。
そ
れ
が
清
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
っ
た
陸
心
源
の
「
十
万
巻
楼

旧
蔵
本
」
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
後
、
現
在
の
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
こ

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

　
　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
建
康
実
録
』
校
勘
記
（
一
）

津　

田　

資　

久　
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と
と
な
っ
た
『
写
影
宋　

建
康
実
録
二
十
巻
』（
以
下
、
陸
本
と
呼
称
）
で

あ
る（

5
（

。
こ
の
陸
本
は
、
現
在
よ
り
状
態
が
良
い
時
期
に
『
宋
本
』
な
い
し
そ

れ
に
近
い
テ
キ
ス
ト
か
ら
筆
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
従
来
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
そ
の
全
体
に
関
す
る
内
容
・
特
徴
が
紹

介
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た（

6
（

。

　

本
稿
で
は
、
今
後
の
『
建
康
実
録
』
の
諸
版
本
・
鈔
本
の
総
合
的
な
比
較

検
討
に
よ
る
、
よ
り
良
質
な
校
定
本
の
作
成
を
最
終
的
な
目
的
と
し
、
そ
の

前
提
と
し
て
『
宋
本
』
系
統
の
特
徴
解
明
と
文
字
の
異
同
を
把
握
す
る
た
め
、

以
下
に
『
宋
本
』
と
陸
本
と
の
対
校
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

陸
本
の
書
誌
情
報
を
確
認
し
、
校
勘
の
凡
例
を
示
し
た
。

　

な
お
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
、
孫
呉
部
分
に
当
た
る
陸
本
の
第
一
冊
巻
第

一
～
第
四
を
校
勘
す
る
。

　
一
　
陸
本
の
書
誌
情
報

　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
陸
本
は
、
八
函
二
五
架
に
配
さ
れ
る
全
六
冊
の
線
装

本
で
あ
り
、
各
冊
は
縦
が
約
二
八
・
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
が
約
一
八
・
三
セ
ン
チ

の
大
き
さ
で
、本
文
の
前
後
を
挟
む
遊
び
紙
が
一
枚
ず
つ
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
葉
当
た
り
二
二
行
（
半
葉
で
一
一
行
）
あ
り
、
一
行
は
基
本
的
に
二
〇
字

で
あ
る
が
、時
と
し
て
増
減
が
あ
る
。ま
た
蔵
書
印
は「
静
嘉
堂
蔵
書
」（
篆
書
）

し
か
押
印
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
陸
心
源
の
も
と
で
筆
写
さ
れ
た
鈔
本
と
見

ら
れ
る
。
書
写
に
関
し
て
は
、『
宋
本
』
欠
落
葉
に
相
当
す
る
箇
所
に
は
白

紙
を
挟
み
、
力
強
い
筆
致
に
よ
る
巻
第
一
～
五
、
比
較
的
細
め
の
筆
致
に
よ

る
巻
第
六
～
十
六
、
再
び
力
強
い
筆
致
に
よ
る
巻
第
十
七
～
二
十
と
な
っ
て

お
り
、
二
人
な
い
し
三
人
に
よ
っ
て
全
巻
筆
写
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

な
お
、
現
存
『
宋
本
』
に
は
巻
第
十
一
第
一
葉
表
が
欠
落
し
て
お
り
、
こ
れ

が
『
四
庫
全
書
』
本
や
張
校
本
と
孟
校
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
甘
元
煥
・

甘
曾
圻
版
本
（
桑
泊
草
堂
翻
宋
刻
本
）
と
最
大
の
違
い
と
な
っ
て
い
る
が（

7
（

、

陸
本
も
『
宋
本
』
と
同
様
に
そ
の
部
分
は
白
紙
と
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
そ
の
部
分
が
散
佚
し
た
か
な
り
遅
い
時
点
で
の
筆
写
に
か
か
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る（

8
（

。

　

各
冊
の
収
録
巻
数
や
葉
数
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
冊
（
厚
さ
約
一
・
三
セ
ン
チ
。
全
八
七
葉
。「
序
」、
巻
第
一
～
巻

　

第
四
を
収
録
）

※
「
序
」
は
、
全
一
葉
（『
宋
本
』
で
は
「
敍
」
と
な
っ
て
お
り
、

全
一
葉
）。
一
葉
目
内
題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
一
は
、
全
二
五
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
五
葉
）。
一
葉
目
内
題

の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
二
は
、
全
二
二
葉
（『
宋
本
』
は
全
三
六
葉
）。

※
巻
第
三
は
、
全
一
五
葉
（『
宋
本
』
も
全
一
五
葉
）。

※
巻
第
四
は
、
全
二
四
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
四
葉
）。

第
二
冊
（
厚
さ
約
一
・
一
セ
ン
チ
。
全
九
四
葉
。
巻
第
五
～
巻
第
八
を

　

収
録
）

　 　　（2）
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※
巻
第
五
は
、
全
二
二
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
二
葉
）。
一
葉
目
内

　

題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
六
は
、
全
一
一
葉
（『
宋
本
』
も
全
一
一
葉
）。

※
巻
第
七
は
、
全
二
八
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
八
葉
）。

※
巻
第
八
は
、
全
三
三
葉
（『
宋
本
』
も
全
三
三
葉
）。

第
三
冊
（
厚
さ
約
一
・
二
セ
ン
チ
。
全
一
一
三
葉
。
巻
第
九
～
巻

第
十
一
を
収
録
）

※
巻
第
九
は
、
全
三
四
葉
（『
宋
本
』
も
全
三
四
葉
）。
一
葉
目
内

　

題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
十
は
、
全
四
三
葉
（『
宋
本
』
も
全
四
三
葉
）。

※
巻
第
十
一
は
、
全
三
六
葉
（『
宋
本
』
も
全
三
六
葉
）。

第
四
冊
（
厚
さ
約
一
・
二
セ
ン
チ
。
全
一
〇
六
葉
。
巻
第
十
二

～
巻
第
十
四
を
収
録
）

※
巻
第
十
二
は
、
全
三
九
葉
（『
宋
本
』
は
全
三
八
葉
）。
一
葉
目

　

内
題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
十
三
は
、
全
二
〇
葉
（『
宋
本
』
は
全
一
九
葉
）。

※
巻
第
十
四
は
、
全
四
七
葉
（『
宋
本
』
も
全
四
七
葉
）。

第
五
冊
（
厚
さ
約
一
セ
ン
チ
。
全
八
七
葉
。
巻
第
十
五
～
巻
第

十
七
を
収
録
）

※
巻
第
十
五
は
、
全
二
八
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
八
葉
）。
一
葉
目

　

内
題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
十
六
は
、
全
二
九
葉
（『
宋
本
』
は
全
三
〇
葉
）。

※
巻
第
十
七
は
、
全
三
〇
葉
（『
宋
本
』
も
全
三
〇
葉
）。

第
六
冊
（
厚
さ
約
一
セ
ン
チ
。
全
六
九
葉
。
巻
第
十
八
～
巻
第

二
十
、「
刊
記
」
を
収
録
）

※
巻
第
十
八
は
、
全
二
二
葉
（『
宋
本
』
も
全
二
二
葉
）。
一
葉
目

　

内
題
の
下
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
印
。

※
巻
第
十
九
は
、
全
一
七
葉
（『
宋
本
』
も
全
一
七
葉
）。

※
巻
第
二
十
は
、
全
三
〇
葉
（『
宋
本
』
も
全
三
〇
葉
）。

※「
刊
記
」は
、巻
第
二
十
の
尾
題
の
前
の
三
行
及
び
一
葉
分（『
宋

　

本
』
は
巻
第
二
十
の
尾
題
の
後
の
三
行
及
び
一
葉
分
）。

二
　
校
勘
凡
例

・『
宋
本
』
は
、『
宋
本
建
康
実
録
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）

に
拠
り
、
錯
簡
が
あ
る
場
合
は
、
本
来
あ
る
べ
き
葉
数
で
示
す
。
ま
た

葉
の
表
・
裏
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
で
表
記
す
る
。

・『
宋
本
』
で
の
葉
数
・
行
数
に
対
応
し
た
表
記
を
行
い
、
例
え
ば
、「
第

三
葉
表
五
行
目
」
は
「
三
Ａ
―
五
」
の
よ
う
に
示
す
。
更
に
割
註
が
あ

る
場
合
は
１
・
２
で
表
記
し
、
例
え
ば
「
第
十
葉
裏
十
一
行
目
割
註
二

行
目
」
は
「
一
〇
Ｂ
―
一
一
２
」
の
よ
う
に
示
す
。
複
数
の
行
や
割
註

に
跨
る
場
合
は
「
一
～
二
」
ま
た
は
「
１
～
２
」
な
ど
と
表
わ
す
。

・『
宋
本
』と
陸
本
と
の
文
字
の
異
同
を
示
す
際
に
は
、
例
え
ば
、「『
宋
本
』

　 　　（3） 　 　　（2）
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に
「
●
」
と
あ
る
文
字
を
陸
本
で
は
「
◆
」
と
い
う
文
字
に
作
る
」
と

い
う
場
合
は
、「
●
」
→
「
◆
」
と
い
う
形
で
示
す
。

・
俗
字
や
陸
本
が
筆
写
さ
れ
た
清
代
の
諱
字
に
関
す
る
異
同
に
は
基
本
的

に
言
及
し
な
い
。
ま
た
校
勘
に
お
け
る
文
字
表
記
は
原
則
と
し
て
正
字

（
繁
体
字
）
を
使
用
す
る
。

・
文
字
間
隔
か
ら
想
定
さ
れ
る
欠
落
文
字
数
や
空
格
を
「
□
」
で
示
す
。

・
判
読
不
能
な
不
全
文
字
や
不
鮮
明
の
故
に
複
数
の
文
字
が
想
定
さ
れ
る

場
合
は
、「
▲
」
で
示
す
。

・
残
角
等
か
ら
も
判
読
可
能
な
不
全
文
字
や
不
鮮
明
文
字
は
、
四
角
で
囲

ん
で
表
記
す
る
。

・
参
考
と
し
て
今
回
の
対
校
箇
所
に
限
り
、『
宋
本
』
と
張
校
本
及
び
孟

校
本
の
本
文
表
記
と
の
間
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
字
句

の
異
同
を
示
す
。
た
だ
し
、
両
校
本
に
附
さ
れ
る
句
読
点
等
は
省
略
す

る
。

三
　
陸
本
第
一
冊
の
校
勘

　

◎
敍・

一
Ａ
―
一
：「
建
康
實
錄
敍
」
→
「
建
康
實
錄
序
」

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
建
康
實
錄
序
」
に
作
る
。

・
一
Ａ
―
五
：「
漢
曆
」
→
「
漢
歷
」

※
孟
校
本
は
「
漢
歷
」
に
作
る
。

　

◎
卷
第
一
・
呉
上

　
　

〇
太
祖
上

　
　

・
一
Ａ
―
八
１
：「
牽
牛
」
→
「
率
牛
」

　
　

・
一
Ｂ
―
八
２
：「
三
井
崗
」
→
「
三
井
岡
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
三
井
岡
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ａ
―
三
１
：「
中
山
▲
川
」
→
「
中
山
頴
川
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
中
山

川
」
に
、孟
校
本
は
「
中
山
穎
川
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ａ
―
三
２
：「
東
郡
▲
琊
」
→
「
東
郡
琅
琊
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
東
郡
琅
琊
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ａ
―
三
２
：「
齊
郡
上
▲
」
→
「
齊
郡
上
谷
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
齊
郡
上
谷
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ｂ
―
四
１
：「
漢
楊
州
」
→
「
漢
陽
州
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
漢
揚
州
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ｂ
―
六
：「
冶
城
」
→
「
治
城
」

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
は
元
「
治
」
に
作
る
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
「
冶
」

　
　
　
　
　

に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・
二
Ｂ
―
七
２
：「
時
人
呼
」
→
「
時
入
呼（

9
（

」

　
　

・
三
Ａ
―
六
１
：「
詣
鍾
」
→
「
諸
鍾
」

　
　

・
三
Ｂ
―
一
：「
上
紐
▲
五
龍
龍
一
▲
缺
」
→
「
上
紐
交
五
龍
龍
一
角
缺
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
上
紐
交
五
龍
龍
一
角
缺
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
六
１
：「
而
諬
▲
曰
▲
可
取
」
→
「
而
諬
父
曰
彼
可
取
」

　 　　（4）
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煩
瑣
を
避
け
て
以
降
は
一
々
触
れ
な
い
。

　
　

・
一
四
Ａ
―
一
：「
面
折
之
」
→
「
而
折
之
」

　
　

・
一
四
Ａ
―
四
：「
津
北
之
難
」
→
「
淮
北
之
難
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
淮
北
之
難
」
に
作
る
。

　
　

・
一
五
Ａ
―
四
：「
天
下
之
釁
」
→
「
天
下
之
舋
」

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
は
元
「
舋
」
に
作
る
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
「
釁
」

　
　
　
　
　

に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・
一
六
Ａ
―
一
〇
：「
賊
走
」
→
「
賤
走
」

　
　

・
一
六
Ｂ
―
五
：「
討
其
子
弟
」
→
「
計
其
子
弟
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
訓
其
子
弟
」
に
作
る
。

　
　

・
一
七
Ａ
―
七
：「
數
十
萬
衆
」
→
「
數
卜
萬
衆
」

　
　

・
一
七
Ａ
―
九
：「
脩
檄
」
→
「
修
檄
」

　
　

・
一
七
Ａ
―
一
一
：「
玄
德
」
→
「
元
德
」

　
　

・
一
八
Ｂ
―
二
：「
聰
明
」
→
「
聽
明
」

　
　

・
一
八
Ｂ
―
九
：「
小
國
」
→
「
少
國
」

　
　

・
一
九
Ａ
―
九
：「
玄
德
」
→
「
元
德
」

　
　

・
一
九
Ｂ
―
一
〇
～
一
一
：「
尙
書
桓
峙
」
→
「
尙
書
相
峙
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
尙
書
桓
階
」
に
作
る
。

　
　

・
二
一
Ａ
―
四
２
：「
丹
陽
領
一
十
九
縣
」
→
「
丹
陽
領
一
十
一
九
縣
」

　
　

・
二
二
Ａ
―
一
〇
：「
吳
魏
時
立
」
→
「
吳
魏
峙
立
」

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
は
元
「
時
」
に
作
る
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
判
然
と

　
　
　
　
　

し
な
い
も
の
の
「
峙
」
に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

　
　
　
　
　

え
る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
吳
魏
峙
立
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ａ
―
一
一
：「
運
在
」
→
「
蓮
在
」

　
　

・
二
三
Ａ
―
八
：「
乃
令
有
▲
▲
」
→
「
乃
令
有
司
篤
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
乃
令
有
司
寫
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
九
：「
同
▲
益
之
」
→
「
同
損
益
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
同
損
益
之
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
〇
：「
燮
字
▲
▲
蒼
梧
▲
信
人
也
」
→
「
燮
字
威
彥
蒼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梧
廣
信
人
也
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
燮
字
威
彥
蒼
梧
廣
信
人
也
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
一
：「
巫
令
」
→
「
丞
令
」

　
　
　
　

※
孟
校
本
は
「
丞
令
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
一
：「
交
州
刺
史
朱
▲
」
→
「
交
州
刺
史
朱
符
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
交
州
刺
史
朱
符
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
九
：「
南
土
」
→
「
南
上
」

　
　

・
二
四
Ａ
―
六
：「
降
魏
」
→
「
歸
魏
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
歸
魏
」
に
作
る
。

　
　

・
二
五
Ａ
―
一
：「
遷
楊
州
牧
」
→
「
選
楊
州
牧
」

　
　

・
二
五
Ａ
―
六
１
：「
兄
事
▲
降
」
→
「
兄
事
乞
降
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
兄
事
乞
降
」
に
作
る
。

　 　　（6）
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※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
而
諬
父
曰
彼
可
取
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
八
１
：「
時
年
十
七
父
▲
」
→
「
時
年
十
七
父
亡
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
時
年
十
七
父
亡
」
に
作
る
。

　
　

・
四
Ａ
―
二
１
：「
白
虎
降
殺
之
」
→
「
白
虎
降
役
之
」

　
　

・
四
Ａ
―
二
１
：「
鎭
於
會
稽
」
→
「
鎭
于
會
稽
」

　
　

・
四
Ａ
―
六
２
：「
杖
兵
」
→
「
仗
兵
」

　
　

・
四
Ｂ
―
五
：「
于
吉
」
→
「
干
吉
」

　
　

・
五
Ａ
―
四
１
～
２
：「
御
名
」
→
「
御
名
」（
朱
筆
）

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
構
」
に
作
る
。「
構
」
は
南
宋
・
高
宗

　
　
　
　
　

の
諱
字
に
当
た
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
九
：「
▲
有
君
臣
之
固
」
→
「
未
有
君
臣
之
固
」

　
　
　
　

※
文
意
と
し
て
は
「
未
」
で
あ
る
が
、
字
形
は
「
末
」
に
近
い
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
未
有
君
臣
之
固
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ａ
―
九
：「
便
與
」
→
「
便
吳
」

　
　

・
七
Ｂ
―
一
〇
：「
租
布
」
→
「
根
布
」

　
　

・
八
Ｂ
―
一
一
：「
始
▲
」
→
「
始
所
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
始
新
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
三
：「
舡
舫
」
→
「
船
舫
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
船
舫
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
一
一
：「
長
坂
」
→
「
長
板
」

　
　

・
九
Ｂ
―
九
：「
北
舡
」
→
「
北
船
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
北
船
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
一
１
：「
騎
人
諸
曰
」
→
「
時
人
謠
曰
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
時
人
語
曰
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
二
２
：「
乃
■
」
→
「
乃
□
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
乃
密
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
二
２
：「
遣
九
江
蔣
幹
」
→
「
道
九
江
蔣
幹
」

　
　

・
一
一
Ｂ
―
四
１
：「
而
■
說
客
」
→
「
而
云
說
客
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
而
云
說
客
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
五
２
：「
骨
肉
之
恩
」
→
「
貲
肉
之
恩
」

　
　

・
一
一
Ｂ
―
六
１
：「
而
所
其
辭
」
→
「
而
折
其
辭
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
而
折
其
辭
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
七
２
：「
値
軍
疾
疫
」
→
「
値
軍
俟
疫
」

　
　

・
一
二
Ａ
―
八
：「
行
五
▲
里
」
→
「
行
五
六
里
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
行
五
六
里
」
に
作
る
。

　
　

・
一
二
Ａ
―
九
：「
舟
舡
」
→
「
舟
船
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
舟
船
」
に
作
る
。

　
　

・
一
二
Ａ
―
一
〇
１
：「
大
舡
」
→
「
大
船
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
船
」
に
作
る
。

　
　

・
一
二
Ａ
―
一
〇
２
：「
舡
舡
」
→
「
船
船
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
船
船
」
に
作
る
。

　
　
　
　

※
以
下
も
同
様
に
「
舡
」
を
「
船
」
に
作
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

　 　　（5） 　 　　（4）
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◎
卷
第
二
・
呉
中
〔
上
〕

　
　

〇
太
祖
下

　
　

・
一
Ａ
―
一
一
：「
六
軍
▲
▲
」
→
「
六
軍
所
望
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
六
軍
所
望
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ａ
―
四
１
：「
遣
方
士
」
→
「
還
方
士
」

　
　

・
三
Ａ
―
五
２
：「
故
溫
▲
得
夷
洲
人
」
→
「
故
溫
只
得
夷
洲
人
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
故
溫
只
得
夷
洲
人
」
に
作
る
。

　
　

・
四
Ａ
―
一
〇
：「
玄
兔
」
→
「
元
兔
」

　
　

・
七
Ａ
―
二
：「
帝
常
曰
」
→
「
帝
嘗
曰
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
帝
嘗
曰
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ａ
―
六
：「
拔
蔡
款
」
→
「
救
蔡
款
」

　
　

・
七
Ａ
―
一
〇
１
：「
其
閒
平
地
」
→
「
其
閒
子
地
」

　
　

・
七
Ｂ
―
八
：「
▲
之
二
月
」
→
「
許
之
二
月
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
許
之
二
月
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ａ
―
四
：「
諸
大
臣
」
→
「
請
大
臣
」

　
　

・
八
Ｂ
―
五
：「
誥
鴻
」
→
「
詰
鴻
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
詰
鴻
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ｂ
―
七
：「
乘
城
」
→
「
來
城
」

　
　

・
九
Ａ
―
八
：「
取
亂
侮
亡
▲
」
→
「
取
亂
侮
亡
宜
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
取
亂
侮
亡
宜
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ａ
―
八
１
：「
害
諸
葛
恪
」
→
「
害
諸
葛
恪
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
害
諸
葛
恪
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ａ
―
九
１
：「
遂
飲
毒
」
→
「
遂
飲
毒
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
遂
飲
毒
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ａ
―
一
一
２
：「
大
夏
等
」
→
「
大
夏
等
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
夏
等
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
四
１
～
２
：「
北
壍
也
也
」
→
「
北
壍
也
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
北
壍
也
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
五
２
：「
王
僧
達
觀
鬪
鷄
」
→
「
王
僧
達
觀
圖
鷄
」

　
　

・
一
一
Ｂ
―
六
２
：「
其
淸
溪
上
」
→
「
其
靑
溪
上
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
其
靑
溪
上
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
八
２
：「
東
逼
淸
溪
」
→
「
東
遍
淸
溪
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
東
逼
靑
溪
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
一
〇
２
：「
尙
書
孫
瑒
」
→
「
尙
書
孫
場
」

　
　

・
一
一
Ｂ
―
一
一
２
：「
淸
溪
中
曲
▲
何
窮
▲
也
」
→
「
淸
溪
中
曲
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

何
窮
盡
也
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
靑
溪
中
曲
復
何
窮
盡
也
」
に
作
る
。

　
　

・
一
二
Ａ
―
三
：「
猥
割
」
→
「
衆
割
」

　
　

・
一
二
Ｂ
―
八
：「
諷
諭
」
→
「
諷
論
」

　
　

・
一
三
Ｂ
―
二
：「
八
月
」
→
「
八
年
」

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
は
元
「
月
」
に
作
る
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
判
然
と

　
　
　
　
　

し
な
い
も
の
の
「
年
」
に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

　 　　（7） 　 　　（6）
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え
る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
八
年
」
に
作
る
。

　
　

・
一
四
Ａ
―
一
〇
：「
遜
不
勝
憤
」
→
「
遜
不
勝
積
」

　
　

・
一
五
Ａ
―
三
１
：「
西
南
流
二
十
六
里
」
→
「
西
南
流
二
十
五
里
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
西
南
流
二
十
五
里
」
に
作
る
。

　
　

・
一
五
Ａ
―
一
〇
：「
適
南
宮
」
→
「
通
南
宮
」

　
　

・
一
五
Ａ
―
一
〇
～
一
一
：「
改
爲
太
初
宮
」
→
「
故
爲
太
初
宮
」

　
　

・
一
六
Ａ
―
五
１
：「
光
坐
灰
中
手
持
一
卷
」
→
「
光
生
灰
中
子
持
一
卷
」

　
　

・
一
六
Ａ
―
六
２
：「
請
使
往
蜀
」
→
「
請
使
在
蜀
」

　
　

・
一
六
Ａ
―
六
２
：「
欲
了
而
還
」
→
「
欲
丁
而
還
」

　
　

・
一
六
Ａ
―
七
１
～
２
：「
張
溫
因
附
家
書
而
歸
」
→
「
張
溫
附
家
書
而
歸
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
溫
附
家
書
而
歸
」
に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
一
：「
雲
陽
□
□
□
」
→
「
雲
陽
言
黄
龍
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
雲
陽
言
黄
龍
」
に
、
孟
校
本
は
「
雲
揚
言
黄
龍
」

　
　
　
　
　

に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
二
：「
表
德
也
□
□
」
→
「
表
德
也
朕
□
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
表
德
也
朕
□
」
に
、孟
校
本
は
「
表
德
也
朕
何
以
」

　
　
　
　
　

に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
三
：「
雖
休
」
→
「
雖
佑
」

　
　

・
一
六
Ｂ
―
三
：「
以
匡
□
」
→
「
以
匡
不
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
以
匡
不
」
に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
八
１
：「
征
羌
今
郡
▲
豪
也
」
→
「
征
羌
今
郡
之
豪
也
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
征
羌
令
郡
之
豪
也
」
に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
八
２
：「
辭
色
自
若
▲
▲
」
→
「
辭
色
自
若
及
食
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
辭
色
自
若
及
食
」
に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
九
１
：「
飽
食
▲
▲
出
旌
怒
曰
▲
能
▲
▲
」
→
「
飽
食
訖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

辭
出
旌
怒
曰
寧
能
忍
此
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
飽
食
訖
辭
出
旌
怒
曰
寧
能
忍
此
」に
作
る
。

　
　

・
一
六
Ｂ
―
九
２
：「
固
其
▲
也
復
何
▲
▲
」
→
「
固
其
宜
也
復
何
耻
爲
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
固
其
宜
也
復
何
耻
爲
」
に
作
る
。

　
　

・
一
七
Ａ
―
五
：「
天
下
」
→
「
人
下
」

　
　

・
一
七
Ａ
―
一
〇
：「
任
賢
之
時
」
→
「
在
賢
之
時
」

　
　

・
一
八
Ｂ
―
八
：「
招
誘
降
附
」
→
「
搖
誘
降
附
」

　
　

・
一
八
Ｂ
―
一
〇
：「
御
軍
住
計
」
→
「
御
軍
任
計
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
御
軍
任
計
」
に
作
る
。

　
　

・
一
九
Ｂ
―
九
：「
大
臣
▲
首
」
→
「
大
臣
泥
首
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
臣
泥
首
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
二
：「
無
難
督
陳
▲
▲
▲
▲
」
→
「
無
難
督
陳
正
與
五
營
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
無
難
督
陳
正
與
五
營
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
三
：「
陳
▲
等
」
→
「
陳
象
等
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
陳
象
等
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
三
：「
殺
申
生
」
→
「
殺
申
生
」

　 　　（8）
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※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
殺
申
生
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
七
：「
吳
郡
▲
▲
▲
▲
貌
」
→
「
吳
郡
人
少
有
姿
貌
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
吳
郡
人
少
有
姿
貌
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ｂ
―
三
：「
嘗
隨
侍
」
→
「
常
隨
侍
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
常
隨
侍
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ｂ
―
八
：「
大
舡
」
→
「
六
船
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
船
」
に
作
る
。

　

◎
卷
第
三
・
呉
中
下

　
　

〇
廃
帝
亮

　
　

・
二
Ｂ
―
五
：「
大
饗
」
→
「
大
享
」

　
　

・
二
Ｂ
―
六
：「
▲
▲
席
」
→
「
以
葦
席
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
以
葦
席
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ｂ
―
七
：「
有
▲
▲
云
」
→
「
有
童
謠
云
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
有
童
謠
云
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ａ
―
四
：「
臣
父
知
所
事
」
→
「
臣
父
知
□
所
事
」

　
　

・
三
Ａ
―
一
〇
：「
羅
兵
阻
險
莫
▲
」
→
「
羅
兵
阻
險
莫
與
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
羅
兵
阻
險
莫
與
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ａ
―
一
一
：「
使
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
不
▲
」
→
「
使
無
遺
種

舊
穀
既
盡
新
田
不
收
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
使
無
遺
種
舊
穀
既
盡
新
田
不
收
」に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
一
：「
飢
困
自
出
者
▲
不
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
撫
之
」
→
「
飢

困
自
出
者
輙
不
得
執
之
任
其
來
往
慰
撫
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
饑
困
自
出
者
輙
不
得
執
之
任
其
來
往
慰

　
　
　
　
　

撫
之
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
二
：「
皆
安
堵
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
桑
」
→
「
皆
安
堵
累
遷

威
北
將
軍
屯
柴
桑
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
皆
安
堵
累
遷
威
北
將
軍
屯
柴
桑
」に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
三
：「
譽
遜
遜
▲
代
▲
大
▲
軍
荊
州
牧
」
→
「
譽
遜
遜
薨
代

爲
大
將
軍
荊
州
牧
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
譽
遜
遜
薨
代
爲
大
將
軍
荊
州
牧
」に
作
る
。

　
　

・
三
Ｂ
―
四
：「
百
官
惣
巳
」
→
「
百
官
總
巳
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
百
官
總
己
」
に
、孟
校
本
は
「
百
官
總
巳
」
に
作
る
。

　
　

・
四
Ａ
―
一
一
：「
孝
子
曰
▲
不
▲
所
入
中
外
守
備
」
→
「
孝
子
曰
向

不
知
所
入
中
外
守
備
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
孝
子
曰
向
不
知
所
入
中
外
守
備
」に
作
る
。

　
　

・
四
Ｂ
―
一
：「
棟
中
折
▲
」
→
「
棟
中
折
自
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
棟
中
折
自
」
に
作
る
。

　
　

・
四
Ｂ
―
一
：「
白
虹
」
→
「
自
虹
」

　
　

・
四
Ｂ
―
二
１
～
２
：「
案
地
▲
宅
在
城
東
二
里
玄
▲
觀
前
▲
路
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

▲
」
→
「
案
地
圖
宅
在
城
東
二
里
元
風
觀
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

横
路
南
是
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
案
地
圖
宅
在
城
東
二
里
玄
風
觀
前
横
路
南
」
に
、

　 　　（9） 　 　　（8）
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孟
校
本
は
「
按
地
圖
宅
在
城
東
二
里
玄
風
觀
前
横
路
南
是
」
に

　
　
　
　
　

作
る
。

　
　

・
四
Ｂ
―
一
〇
２
：「
孫
休
」
→
「
孫
林
」

　
　

・
七
Ａ
―
三
：「
成
午
夜
」
→
「
戊
午
夜
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
戊
午
夜
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ａ
―
五
：「
大
位
」
→
「
大
任
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
任
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ａ
―
八
２
：「
忠
貞
之

」
→
「
忠
貞
之

」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
忠
貞
之
節
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ｂ
―
七
：「
帝

呼
吏
」
→
「
帝

持
吏
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
帝

持
吏
」
に
作
る
。

　

〇
景
皇
帝

　
　

・
八
Ａ
―
九
：「
宗
正
孫
措
」
→
「
宗
正
孫
楷
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
宗
正
孫
楷
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ａ
―
一
〇
：「
楷
等
具
諬
本
意
」
→
「
楷
答
具
諬
本
意
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
楷
答
具
諬
本
意
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
一
〇
：「
大
臣
畏
之
」
→
「
大
臣
畏
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
大
臣
畏
之
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ｂ
―
一
一
～
一
〇
Ａ
―
一
：「
種
甘
橘
子
樹
」
→
「
種
甘
橘
干
樹
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
種
甘
橘
千
樹
」
に
作
る
。

　
　

・
一
〇
Ａ
―
八
２
：「
晉
咸
康
▲
」
→
「
晉
咸
康
中
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
晉
咸
康
中
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ａ
―
二
：「
表
辭
疾
」
→
「
表
稱
疾
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
表
稱
疾
」
に
作
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
一
：「
受
託
孤
之
任
」
→
「
受
記
孤
之
任
」

　
　

・
一
二
Ａ
―
八
：「
是
其
謂
乎
」
→
「
是
其
謂
平
」

　
　

・
一
二
Ｂ
―
六
：「
穿
土
」
→
「
穿
工
」

　
　

・
一
四
Ａ
―
七
：「
杖
術
」
→
「
仗
術
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
仗
術
」
に
作
る
。

　

◎
卷
第
四
・
呉
下

　
　

〇
後
主

　
　

・
二
Ａ
―
二
２
：「
亡
時
衣
服
」
→
「
亡
時
衣
腹
」

　
　

・
二
Ａ
―
八
１
～
２
：「
今
上
御
名
」
→
「
御
名
」（
朱
筆
）

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
構
」
に
作
る
。

　
　

・
二
Ａ
―
一
〇
：「
夷
三
族
□
興
字
子
元
」
→
「
夷
三
族
一
興
字
子
元
」

　
　

・
二
Ｂ
―
四
：「
表
裏
」
→
「
表
裘
」

　
　

・
二
Ｂ
―
一
一
：「
弘
▲
□
□
」
→
「
宏
璆
□
□
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
弘
璆
隨
紹
」
に
、孟
校
本
は
「
宏
璆
隨
紹
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ａ
―
五
：「
百
寮
陪
位
」
→
「
百
官
陪
位
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
百
官
陪
位
」
に
作
る
。

　
　

・
三
Ａ
―
六
：「
昭
饗
陟
」
→
「
昭
享
陟
」

　
　

・
三
Ａ
―
一
〇
：「
蔣
陵
」
→
「
將
陵
」

　   　　（10）
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・
三
Ｂ
―
三
１
：「
殺
朱
主
」
→
「
殺
朱
王
」

　
　

・
三
Ｂ
―
一
〇
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
復
苦
」
の
下
の
九
字
分
を
欠
く
。

　
　

・
三
Ｂ
―
一
一
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
御
史
大
夫
」
の
下
の
九
字
を
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
。

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
御
史
大
夫
丁
固
右
將
軍
諸
葛
靚
守
」
に
、
孟
校
本

　
　
　
　
　

は
「
御
史
大
夫
丁
固
右
將
軍
諸
葛
靚
鎭
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
七
１
：「
今
在
▲
州
武
康
縣
」
→
「
今
在
湖
州
武
康
縣
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
今
在
湖
州
武
康
縣
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
七
２
：「
至
秣
陵
▲
▲
▲
▲
▲
日
▲
」
→
「
至
秣
陵
欲
立
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

帝
擇
日
使
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
至
秣
陵
欲
立
爲
帝
擇
日
使
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
八
：「
望
氣
者
云
荊
州
▲
天
子
氣
▲
楊
州
」
→
「
望
氣
者
云

　
　
　
　
　
　
　
　

  

荊
州
有
天
子
氣
破
楊
州
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
望
氣
者
云
荊
州
有
天
子
氣
破
揚
州
」
に
、
孟
校
本

　
　
　
　
　

は
「
望
氣
者
云
荊
州
有
天
子
氣
破
楊
州
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
九
：「
後
主
▲
武
昌
仍
使
▲
破
荊
州
界
」
→
「
後
主
上
武
昌

　
　
　
　
　
　
　
　

  

仍
使
掘
破
荊
州
界
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
後
主
上
武
昌
仍
使
掘
破
荊
州
界
」に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
一
〇
：「
但
等
果
反
」
→
「
但
等
果
反
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
但
等
果
反
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ａ
―
一
一
：「
入
建
業
▲
▲
▲
▲
」
→
「
入
建
業
殺
謙
妻
子
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
入
建
業
殺
謙
妻
子
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ｂ
―
一
：「
破
楊
州
賊
以
▲
▲
▲
▲
會
稽
」
→
「
破
楊
州
賊
以
厭

　
　
　
　
　
　
　
　

  

其
氣
分
會
稽
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
破
揚
州
賊
以
厭
其
氣
分
會
稽
」
に
、孟
校
本
は
「
破

　
　
　
　
　

楊
州
賊
以
厭
其
氣
分
會
稽
」
に
作
る
。

　
　

・
五
Ｂ
―
七
：「
民
命
盡
▲
▲
而
」
→
「
民
命
盡
無
爲
而
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
民
命
盡
無
爲
而
」
に
作
る
。

　
　

・
六
Ａ
―
七
：「
脩
之
由
德
」
→
「
修
之
由
德
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
修
之
由
德
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ａ
―
二
：「
正
▲
此
起
」
→
「
正
由
此
起
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
正
由
此
起
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ｂ
―
三
：「
詹
廉
」
→
「
詹
簾
」

　
　

・
七
Ｂ
―
八
：「
給
其
資
糧
」
→
「
給
其
資
粮
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
給
其
資
糧
」
に
作
る
。

　
　

・
七
Ｂ
―
九
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
家
唯
空
」
の
下
の
一
字
分
を
欠
く
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
家
唯
空
戶
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ａ
―
三
：「
使
春
惟
知
農
」
→
「
使
春
唯
知
農
」

　
　
　
　

※
孟
校
本
は
「
使
春
唯
知
農
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ａ
―
八
：「
寔
由
」
→
「
實
由
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
實
由
」
に
作
る
。

　
　

・
八
Ｂ
―
一
一
：「
窮
極
□
巧
」
→
「
窮
極
伎
巧
」
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※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
窮
極
伎
巧
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
二
１
：「
右
號
▲
▲
雕
欒
」
→
「
右
號
臨
硎
雕
欒
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
右
號
臨
硎
雕
欒
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
二
１
：「
靑
琑
」
→
「
靑
鎖
」

　
　

・
九
Ａ
―
二
２
：「
▲
以
仙
靈
」
→
「
畫
以
仙
靈
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
畫
以
仙
靈
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
二
２
：「
高
闈
有
閌
」
→
「
高
門
有
閌
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
高
門
有
閌
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
三
２
：「
飛
甍
舛
玄
」
→
「
飛
甍
舛
五
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
飛
甍
舛
互
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ａ
―
三
２
：「
朱
雀
門
」
→
「
宋
雀
門
」

　
　

・
九
Ａ
―
四
２
：「
淮
在
比
」
→
「
淮
在
北
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
淮
在
北
」
に
作
る
。

　
　

・
九
Ｂ
―
一
一
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
長
沙
」
で
終
え
る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
長
沙
爲
安
成
郡
」
に
作
る
。

　
　

・
一
○
Ａ
～
Ｂ
：『
宋
本
』
と
同
様
、
一
葉
分
を
欠
き
、
そ
の
代
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
白
紙
が
挿
入
さ
れ
る
。

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
で
前
葉
に
当
た
る
「
長
沙
」
ま
で
の
二
一
字
が
こ
の

　
　
　
　
　

白
紙
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
に
は
「
長
沙
爲
安
成
郡
」
以
下
の
「
三
年
春

　
　
　
　
　

二
月
」
～
「
是
歳
大
赦
」
の
二
七
〇
字
が
多
く
存
在
し
、
先
の

　
　
　
　
　
「
爲
安
成
郡
」
を
加
え
れ
ば
、
第
十
葉
の
二
七
四
字
に
相
当
す

　
　
　
　
　

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「
是
歳
大
赦
」
以
下
は
「
原
闕
」
に

　
　
　
　
　

当
た
る
。

　
　

・
一
一
Ａ
―
一
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
是
歳
」
で
始
ま
る
。

　
　

・
一
一
Ｂ
―
九
：「
後
主
乃
▲
追
」
→
「
後
主
乃
逐
追
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
後
主
乃
遂
追
」
に
作
る
。

　
　

・
一
二
Ｂ
―
五
：「
收
宮
人
繩
」
→
「
收
宮
人
純
」

　
　

・
一
二
Ｂ
―
一
○
２
：「
後
主
舅
子
何
都
」
→
「
後
主
舅
子
何
郡
」

　
　

・
一
三
Ａ
―
四
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
占
之
曰
□
松
字
十
八
公
」
に
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
占
之
曰
松
字
十
八
公
」
に
作
る
。

　
　

・
一
三
Ａ
―
九
：「
幽
邃
」
→
「
幽
遂
」

　
　

・
一
四
Ａ
―
一
：「
不
入
口
□
□
□
□
□
□
」
→
「
不
入
口
澆
灌
取
盡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
素
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
不
入
口
澆
灌
取
盡
昭
素
」
に
作
る
。

　
　

・
一
四
Ａ
―
二
：「
憂
恐
▲
」
→
「
憂
恐
且
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
憂
恐
且
」
に
作
る
。

　
　

・
一
四
Ａ
―
一
一
：「
深
以
爲
慙
」
→
「

以
爲
慙
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
深
以
爲
慚
」
に
作
る
。

　
　

・
一
四
Ｂ
―
四
：「
修
理
城
圍
」
→
「
修
理
城
關
」

　
　

・
一
五
Ａ
―
一
一
：「
衘
璧
之
事
」
→
「
銜
璧
之
事
」

　   　　（12）
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※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
銜
璧
之
事
」
に
作
る
。

　
　

・
一
五
Ｂ
―
二
：「
巖
山
」
→
「
岩
山
」

　
　

・
一
五
Ｂ
―
三
２
：「
其
石
折
三
叚
時
人
呼
爲
叚
石
崗
」
→
「
其
石
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
叚
時
人
呼
爲
叚
石
岡
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
其
石
折
三
段
時
人
呼
爲
段
石
岡
」に
作
る
。

　
　

・
一
五
Ｂ
―
六
：「
賀
劭
」
→
「
賀
邵
」

　
　
　
　

※
以
下
、
同
様
に
作
る
。

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
賀
邵
」
に
作
る
。

　
　

・
一
五
Ｂ
―
一
一
：「
劭
字
興
伯
」
→
「
郡
字
興
伯
」

　
　

・
一
六
Ａ
―
七
：「
朱
書
」
→
「
宋
書
」

　
　

・
一
六
Ｂ
―
一
：「
長
十
餘
丈
」
→
「
長
千
餘
丈
」

　
　

・
一
六
Ｂ
―
一
〇
：「
讖
云
」
→
「
識
云
」

　
　

・
一
七
Ａ
―
二
１
～
２
：「
御
名
」
→
「
□
□
」

　
　
　
　

※
張
校
本
は「
禎
」に
、孟
校
本
は「
構
」に
作
る
。「
禎
」は
北
宋
・

　
　
　
　
　

仁
宗
の
諱
字
に
当
た
る
。

　
　

・
一
七
Ａ
―
六
：「
鬼
目
草
」
→
「
鬼
日
草
」

　
　

・
一
七
Ａ
―
七
：「
依
緣
」
→
「
依
綠
」

　
　

・
一
七
Ｂ
―
一
２
：「
黄
稱
」
→
「
黄
狗
」

　
　

・
一
八
Ｂ
―
一
一
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
兵
勢
」
で
終
え
る
。

　
　

・
一
九
Ａ
～
Ｂ
：『
宋
本
』
と
同
様
、
一
葉
分
を
欠
き
、
そ
の
代
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
白
紙
が
挿
入
さ
れ
る
。

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
で
前
葉
に
当
た
る
「
長
沙
」
ま
で
の
四
一
字
が
こ
の

　
　
　
　
　

白
紙
に
及
ん
で
い
る
。

※
張
校
本
・
孟
校
本
に
は
「
兵
勢
」
以
下
の
「
萬
倍
」
～
「
清
論

譏
之
」
の
一
九
三
字
が
多
く
存
在
し
、ま
た
孟
校
本
に
よ
れ
ば
、

「
原
闕
」
に
当
た
る
「
清
論
譏
之
」
以
下
の
二
〇
六
字
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
る
の
で
、
第
十
九
葉
は
元
来
少
な
く
と
も
三
九
九

字
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
一
１
～
２
：『
宋
本
』
と
同
様
、「
出
也
」
で
始
ま
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
三
１
～
２
：「
御
名
」
→
「
御
名
」（
朱
筆
）

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
禎
」
に
、
孟
校
本
は
「
構
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ａ
―
六
１
～
２
：「
御
名
」
→
「
御
名
」（
朱
筆
）

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
禎
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ｂ
―
二
：「
帝
乎
」
→
「
帝
平
」

　
　

・
二
〇
Ｂ
―
二
１
～
２
：「
御
名
」
→
「
御
名
」（
朱
筆
）

　
　
　
　

※
張
校
本
は
「
禎
」
に
、
孟
校
本
は
「
構
」
に
作
る
。

　
　

・
二
〇
Ｂ
―
六
：「
惣
蜀
兵
」
→
「
總
蜀
兵
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
總
蜀
兵
」
に
作
る
。

　
　

・
二
一
Ａ
―
三
：「
含
弘
光
大
」
→
「
含
宏
光
大
」

　
　
　
　

※
孟
校
本
は
「
含
宏
光
大
」
に
作
る
。

　
　

・
二
一
Ａ
―
一
〇
：「
惣
領
州
郡
」
→
「
總
領
州
郡
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
總
領
州
郡
」
に
作
る
。

　   　　（13） 　   　　（12）



137　   　　（15）

　
　

・
二
一
Ｂ
―
五
：「
不
脩
」
→
「
不
修
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
不
修
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ａ
―
三
：「
朞
年
」
→
「
期
年
」

　
　

・
二
二
Ａ
―
九
：「
膂
力
」
→
「
膂
刀
」

　
　

・
二
二
Ａ
―
一
〇
：「
彥
觀
之
▲
然
」
→
「
彥
觀
之
慨
然
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
彥
觀
之
慨
然
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ａ
―
一
一
：「
後
當
▲
▲
不
足
慕
少
起
家
爲
▲
將
」
→
「
後
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

至
此
不
足
慕
少
起
家
爲
小
將
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
後
當
至
此
不
足
慕
少
起
家
爲
小
將
」
に

　
　
　
　
　

作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
一
：「
奇
其
勇
略
▲
用
之
」
→
「
奇
其
勇
略
拔
用
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
奇
其
勇
畧
拔
用
之
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
三
：「
舉
几
禦
之
」
→
「
舉
凡
禦
之
」

　
　

・
二
二
Ｂ
―
三
１
：「
案
吳
錄
王
濬
▲
▲
」
→
「
案
吳
錄
王
濬
將
拔
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
案
吳
錄
王
濬
將
拔
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
三
２
：「
於
蜀
彥
▲
」
→
「
於
蜀
彥
覺
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
於
蜀
彥
覺
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
四
１
：「
請
增
兵
▲
▲
▲
不
從
」
→
「
請
增
兵
爲
備
皓
不
從
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
請
增
兵
爲
備
皓
不
從
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
四
２
：「
彥
▲
▲
攻
之
上
下
」
→
「
彥
堅
守
攻
之
不
下
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
彥
堅
守
攻
之
不
下
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
五
２
：「
吳
主
」
→
「
吳
王
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
吳
王
」
に
作
る
。

　
　

・
二
二
Ｂ
―
六
１
：「
天
祿
永
終
」
→
「
天
祿
未
終
」

　
　

・
二
二
Ｂ
―
六
２
：「
張
華
在
坐
」
→
「
張
華
臣
坐
」

　
　

・
二
二
Ｂ
―
一
〇
：「
絹
五
百
匹
」
→
「
絹
五
百
疋
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
絹
五
百
疋
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
三
～
四
：「
後
▲
年
」
→
「
後
五
年
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
後
五
年
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
四
：「
后
自
爲
哀
策
文
甚
酸
▲
」
→
「
后
自
爲
哀
策
文
甚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

酸
楚
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
后
自
爲
哀
策
文
甚
酸
楚
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
五
１
：「
年
二
十
二
」
→
「
年
三
十
二
」

　
　

・
二
三
Ａ
―
五
２
：「
▲
▲
在
武
昌
」
→
「
七
年
在
武
昌
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
七
年
在
武
昌
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
九
１
：「
案
吳
志
達
▲
河
南
人
」
→
「
案
吳
志
達
本
河
南
人
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
案
吳
志
達
河
南
人
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
〇
１
：「
渡
江
治
▲
宮
」
→
「
渡
江
治
九
宮
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
渡
江
治
九
宮
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
〇
１
：「
是
以
應
▲
立
成
對
問
▲
神
」
→
「
是
以
應　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

機
立
成
對
問
若
神
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
是
以
應
機
立
成
對
問
若
神
」
に
作
る
。

　   　　（14）
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・
二
三
Ａ
―
一
〇
２
：「
得
此
術
欲
圖
」
→
「
得
此
術
欲
圖
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
得
此
術
欲
圖
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
〇
２
：「
至
予
三
世
」
→
「
至
子
三
世
」

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
一
１
：「
令
達
▲
在
位
幾
▲
」
→
「
令
達
筭
在
位
幾
年
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
令
達
算
在
位
幾
年
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
一
２
：「
陛
下
▲
之
」
→
「
陛
下
倍
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
陛
下
倍
之
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ａ
―
一
一
２
：「
我
不
出
▲
牖
」
→
「
我
不
出
戶
牖
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
我
不
出
戶
牖
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
一
１
：「
帝
毎
問
其
▲
終
不
言
」
→
「
帝
毎
問
其
法
終
不
言
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
帝
毎
問
其
法
終
不
言
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
一
２
：「
黄
象
字
休
明
」
→
「
黄
象
字
休
曲
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
皇
象
字
休
明
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
二
１
：「
宋
壽
能
▲
夢
▲
不
失
一
」
→
「
宋
壽
能
占
夢
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

不
失
一
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
宋
壽
能
占
夢
十
不
失
一
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
二
１
：「
曹
不
興
善
畫
▲
動
▲
▲
與
太
祖
」
→
「
曹
不
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

善
畫
妙
動
神
明
與
太
祖
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は「
曹
不
興
善
畫
妙
動
神
明
與
太
祖
」に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
二
２
：「
帝
以
生
蠅
舉
手
▲
之
」
→
「
帝
以
主
蠅
舉
手
彈
之
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
帝
以
生
蠅
舉
手
彈
之
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
二
２
：「
▲
城
▲
嫗
」
→
「
孤
城
鄭
嫗
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
孤
城
鄭
嫗
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
三
：「
天
紀
末
」
→
「
天
紀
末
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
天
紀
末
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
五
：「
▲
備
其
亡
」
→
「
不
備
其
亡
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
不
備
其
亡
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
六
：「
年
可
六
七
歳
」
→
「
年
可
六
七
歳
」

　
　
　
　

※
張
校
本
・
孟
校
本
は
「
年
可
六
七
歳
」
に
作
る
。

　
　

・
二
三
Ｂ
―
一
〇
：「
唐
至
德
元
年
」
→
「
唐
德
元
年
」

　
　
　
　

※
『
宋
本
』
は
元
「
唐
德
」
に
作
る
が
、何
者
か
に
よ
っ
て
「
唐
」

　
　
　
　
　

と「
德
」の
間
の
右
横
に
小
文
字
で「
至
」が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

註（
１
）
本
書
の
史
料
的
性
格
を
論
じ
る
も
の
に
、
安
田
二
郎
「
冷
遇
の
書
―
許
嵩
『
建

康
実
録
』
―
」（『
週
刊
朝
日
百
科　

世
界
の
文
学
』
一
〇
三
、
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
同
「『
梁
書
』『
陳
書
』
及
び
『
南
史
』
に
関
す
る
史
料
論

的
研
究
序
説
―
許
嵩
と
そ
の
撰
述
の
書
『
建
康
実
録
』
―
」（
同
氏
『『
梁
書
』

『
陳
書
』
及
び
『
南
史
』
の
史
料
論
的
研
究
』
所
収
、
平
成
一
二
・
一
三
・
一
四

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
○

○
三
年
）、
同
「
許
嵩
と
『
建
康
実
録
』」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
七
、二
○
○
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六
年
）、
拙
稿
「
許
嵩
『
建
康
実
録
』
の
撰
述
と
望
気
者
の
予
言
」（『
史
朋
』

五
〇
、二
〇
一
八
年
）
等
が
あ
る
。

（
２
）
張
校
本
と
孟
校
本
は
、
共
に
一
九
〇
二
年
の
甘
元
煥
・
甘
曾
圻
版
本
（
桑
泊
草

堂
翻
宋
刻
本
。
の
ち『
筆
記
小
説
大
観
』二
〇
編
第
二
～
三
冊
に
収
録
。
台
湾
・

新
興
書
局
、
一
九
七
七
年
）
を
底
本
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書

の
諸
テ
キ
ス
ト
の
系
統
を
論
ず
る
も
の
に
葭
森
健
介
「
上
海
図
書
館
蔵
鈔
本

『
建
康
実
録
』考
」（『
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要〈
人
文
・
芸
術
研
究
篇
〉』五
、

一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。

（
３
）
本
書
の
校
勘
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、蒙
文
通
「『
宋
略
』
存
於
『
建
康
実
録
』

考
―
附
『
宋
略
総
論
』
校
記
」（『
国
立
北
平
図
書
館
館
刊
』
八
、一
九
三
四
年
。

の
ち
『
蒙
文
通
文
集
（
３
）・
経
史
抉
原
』
所
収
、
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
年
）、

酈
承
銓
「
建
康
実
録
校
記
」（
一
九
三
三
・
三
四
年
初
出
。
の
ち
『
金
陵
全
書

　

乙
編
史
料
類
１　

建
康
実
録
』
所
収
、
南
京
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）、
陶

元
珍
「
建
康
実
録
札
記
」（『
史
学
季
刊
』
一
―
二
、一
九
四
一
年
。
孫
呉
部
分

の
み
を
扱
う
）
が
先
駆
的
な
基
礎
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
張
校
本
と
孟

校
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
校
勘
・
標
点
の
問
題
を
論
ず
る
も
の
と
し

て
は
、鮑
良
紅
「『
建
康
実
録
』
標
点
質
疑
」（『
南
京
大
学
報
〈
社
会
科
学
版
〉』

一
九
八
八
年
二
期
）、
丁
福
林
「
点
校
本
『
建
康
実
録
』
巻
十
一
標
点
志
疑
」

（『
鎮
江
師
専
学
報
〈
社
会
科
学
版
〉』
一
九
八
九
年
二
期
）、
陳
勇
「『
建
康
実

録
』
点
校
商
榷
」（『
史
学
月
刊
』
一
九
八
九
年
三
期
）、
張
聯
栄
「『
建
康
実

録
』
標
点
質
疑
」（『
語
文
研
究
』
一
九
八
九
年
三
期
）、
高
敏
・
朱
和
平
「
一

部
頗
具
特
色
的
古
籍
点
校
―
張
忱
石
点
校
『
建
康
実
録
』
述
評
」（『
信
陽
師

範
学
院
学
報
〈
哲
学
社
会
科
学
版
〉』
一
九
九
○
年
二
期
）、
張
琪
敏
「『
建
康

実
録
』
校
勘
札
記
」（『
南
京
師
大
学
報
〈
社
会
科
学
版
〉』
一
九
九
一
年
一
期
）、

劉
浦
江
「『
建
康
実
録
』
校
点
本
訾
議
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
一
九
九
一

年
四
期
）、
蔣
宗
許
「『
建
康
実
録
』
校
点
献
疑
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』

一
九
九
一
年
四
期
）、
方
一
新
「『
建
康
実
録
』
釈
詞
」（『
杭
州
師
範
学
院
学

報
』
一
九
九
五
年
一
期
）、
季
忠
平
「『
建
康
実
録
』
宋
本
校
勘
鄒
議
」（『
文

献
季
刊
』
二
○
○
一
年
三
期
）、
季
忠
平
「『
建
康
実
録
』
校
勘
札
記
」（『
古

籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
○
○
二
年
三
期
）、
丁
福
林
「
校
点
本
『
建
康
実
録
』

巻
十
一
商
榷
及
思
考
」（『
塩
城
師
範
学
院
学
報
〈
人
文
社
会
科
学
版
〉』
二
六

―
一
、二
〇
〇
六
年
）
等
の
研
究
が
あ
る
。 

（
４
）『
宋
本
』
は
現
在
、
①
『
古
逸
叢
書
三
編
之
九　

建
康
実
録
』（
線
装
本
・
二
帙

八
冊
。
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）、
②
『
中
華
再
造
善
本
・
史
部
唐
宋
編　

建
康
実
録
』(

線
装
本
・
二
帙
一
六
冊
。
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、

③
『
金
陵
全
書　

乙
編
史
料
類　

建
康
実
録
』（
精
装
本
・
全
二
冊
。
南
京
出

版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
④
『
宋
本
建
康
実
録
』（
②
の
縮
印
平
装
本
・
全
五
冊
。

国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
と
い
う
四
つ
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
書
誌
的
特
徴
・
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ヘ
ン
テ
コ
リ

ン
な
六
朝
通
史『
建
康
実
録
』の
最
古
刊
本
」（『
東
方
』四
六
一
、二
〇
一
九
年
）

を
参
照
。

（
５
）
陸
心
源
と
そ
の
蔵
書
が
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
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て
は
、
河
田
羆
（
杜
沢
遜
等
点
校
）『
静
嘉
堂
秘
籍
志
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）「
整
理
説
明
」
等
を
参
照
。
な
お
、
原
版
が
一
九
一
七
年
に
刊

行
さ
れ
た
『
静
嘉
堂
秘
籍
志
』
巻
一
七
・
別
史
類
・「
建
康
実
録
」
条
に
は
、

陸
本
に
つ
い
て
「
影
宋
抄
六
本
」、「
影
写
宋
刊
本
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ

以
上
の
鈔
本
自
体
に
関
す
る
書
誌
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
６
）
陸
本
に
関
し
て
は
、
池
内
宏
ら
監
修
『
東
洋
歴
史
大
辞
典
』（
平
凡
社
、

一
九
三
七
年
）「
建
康
実
録
」
条
（
小
沼
正
氏
執
筆
。
四
七
八
頁
）、『
東
洋
史

料
集
成
』（
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
）「
建
康
実
録
」
条
（
一
六
〇
頁
）、
山
根

幸
夫
編
『
中
国
史
研
究
入
門
・
上
』（
山
川
出
版
社
、一
九
八
三
年
）「
建
康
実
録
」

条
（
池
田
温
氏
執
筆
。
二
八
三
頁
）、
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
籍

解
題
辞
典
』（
燎
原
書
店
、一
九
八
九
年
）「
建
康
実
録
」条（
中
村
圭
爾
氏
執
筆
。

七
三
～
七
四
頁
）
等
で
早
く
か
ら
そ
の
存
在
が
周
知
さ
れ
て
い
た
が
、註
（
２
）

葭
森
氏
論
文
で
巻
第
一
・
太
祖
上
の
第
一
～
二
葉
が
校
勘
さ
れ
た
に
止
ま
る
。

（
７
）
欠
落
箇
所
前
後
に
お
け
る
文
字
の
残
存
状
況
の
長
短
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、

巻
第
十
一
第
一
葉
表
の
欠
落
は
、
現
状
の
『
宋
本
』
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。

お
そ
ら
く
陸
心
源
が
書
写
さ
せ
た
清
末
頃
に
新
た
に
生
じ
た
欠
落
箇
所
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
回
は
『
宋
本
』
系
統
に
お
け
る
文
字
の
異
同

を
扱
う
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
『
四
庫
全
書
』
本
の
『
建
康
実
録
』
に
お
い
て

も
文
淵
閣
本
と
文
津
閣
本
の
間
に
お
け
る
文
字
の
異
同
や
欠
落
箇
所
前
後
の

残
存
文
字
の
長
短
は
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
文

淵
閣
本
を
以
て
『
四
庫
全
書
』
本
と
単
純
化
し
て
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
８
）
註
（
４
）
拙
稿
を
参
照
。

（
９
）
註
（
２
）
葭
森
氏
論
文
は
、
陸
本
で
は
「
大
」
を
「
入
」
に
作
る
と
指
摘
す

る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

今
回
、『
写
影
宋　

建
康
実
録
二
十
巻
』
の
長
期
間
に
亙
る
閲
覧
・
調
査
及
び
複
写

に
当
た
っ
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
の
ご
協
力
を
仰
い
だ
。
末
筆
で
は
あ
る
が
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
９
Ｈ
０
１
３
２
５
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

す
。
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